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第 2回 宇和島市立伊達博物館建替委員会 会議録

■日 時 令和元年５月２９日（水） １５：００～１７：００

■場 所 宇和島市役所８０１会議室

■出席者 ［宇和島市立伊達博物館建替委員会委員（順不同、敬称略）］

玉田光彦、金瀬聡、山田芳人、日前賢一郎、清家康生、中平政志

伊達宗信、二宮信彦、廣瀬孝子、木村宗慎、本田耕一、永田幸子

藤堂真二、平田あつ子（三好めぐみ代理）、二宮一之、田中広興

［事務局］

教育部長

文化・スポーツ課（課長、課長補佐 1名）

伊達博物館（館長、係長、学芸員）

都市整備課（課長補佐、担当）

■欠席者 ［宇和島市立伊達博物館建替委員会委員（順不同、敬称略）］

岡原文彰

■議 事 （１）報告・説明事項

①都市再生整備計画事業の説明について

②先進地視察について

（２）協議事項

①基本構想（案）のとりまとめについて

②専門部会（立地複合施設部会）の選任について

（３）その他

次 第

１ 開会

２ 委員、事務局紹介

３ 議事

４ 閉会
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■会議の記録

１ 開 会 （事務局による司会進行）

委員長 （委員長挨拶）

・各委員からの活発な意見を引き出し、魅力ある施設になるよう、

会を引っ張っていきたい。

・事前に送付した資料をもとに、具体的に協議していく。

２ 委員・

事務局紹介

（初参加の委員より挨拶）

（異動や、新規で加わった事務局職員の紹介）

３ 議事

（１）報告・説明事項について

①都市再生整備計画事業の説明について

事務局

（主管課）

・当事業は、コンパクトな集約型都市構造への再構築を図ること

が趣旨である。

・伊達博物館改築事業においても活用することを想定している。

・国庫補助率は５割である。

・同種施設との統合もしくは他施設との合築が要件とされる。

・令和３年度から補助交付を受けることを前提として、令和２年

度から申請のための書類を整えていきたい。

Ａ委員 ・例えば、合併した３町の歴史のことを拡大して博物館を建てる

のであれば、補助対象となり得るか。

事務局

（主管課）

・補助対象となり得る。
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Ａ委員 ・性格が異なる施設、例えば美術館を併設するとなると、専門を

別とする学芸員が必要で、人件費も多くなる。

・補助のために統合や合築が必要だとしても、現状の博物館機能

からあまり拡大しない方が良い。

・新市となっているのだから、旧３町の市民にも納得のいく形が

必要ではないか。

議長 ・Ａ委員の意見は、規模を考慮した持続可能な規模の施設である

べきで、補助の兼ね合いだけで意味のない拡大や複合は避けた

方が賢明でないか、との理解でよろしいか。

Ｂ委員 ・自然科学系の施設設置の要望もある。

Ｃ委員 ・別々の施設を複合させるのではなく、機能を併せて多くの方に

来ていただき、愛される施設にしていこうというのが一つの考

え方である。

Ｄ委員 ・他所からわざわざ来てもらえるような博物館をめざしたい。

議長 ・補助等を活用すれば多くの予算が確保でき、その分、魅力的な

ものが造れる。今後、部会で協議研究し、委員会で議論を進め

ていきたい。

②先進地視察について

事務局 ・先進地視察として７月上旬に石川県金沢市を訪問することを予

定している。
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Ｅ委員 ・金沢は、規模の大小はあれど、同じ城下町であり、大名家が残

した庭園や文化財が散失されることなく残っている点で当市と

似ている。

・金沢城や兼六園を中心としたコンパクトなゾーンに、素晴らし

い博物館や美術館が戦略的に整備されている。

・近年、大成功を収めている２１世紀美術館をはじめとして、歴

史的価値と新しい魅力を兼ね備えており、またそのような建築

デザインをまとめて見ることができる。

事務局 ・なるべく多くの委員に御参加いただきたい。

（２）協議事項

①基本構想（案）のとりまとめについて

事務局 ・前回の委員会で提示したものから、微調整を行った。

議長 ・事務局案に対し、何か意見はないか。

Ａ委員 ・おおむね良好である。ただし、以下の２点の再検討を願いたい。

・会議室と記載があるものを、研修室として検討されたい。規模

は５０人以上は入れるものが望ましい。

・資料保管施設に古文書室を確実に検討されたい。

Ｆ委員 ・現在、中央公民館などで歴史講座等が開催されているが、博物

館の研修室で行うのが適当である。

・児童、生徒に対して、事前に説明してから見学してもらうと、

その学習がより効果的になるので、ぜひ検討されたい。

Ｅ委員 ・展示公開型ではなく、教育普及のための機能もしっかりと議論

していきたい。
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事務局 ・ご指摘いただきたように、「会議室」と記載してあるところを、

「研修・会議室」と改めたい。

・施設、機能の項目に古文書室を記載したい。

事務局 ・本日いただいたご意見をもとに基本構想案を再度推敲し、皆さ

んにご確認いただく。

・問題がなければ、６月中を目処に基本構想案を宇和島市ホーム

ページ上で公開し、パブリックコメントを求めていく。

・提出されたパブリックコメントも参考にしながら、７月下旬開

催予定の委員会で基本構想を策定したい。

②立地複合施設部会員の選任について

専門部会長 ・都市計画や都市再生整備事業、また観光振興やシティブランデ

ィングの観点から行政職４名を選任した。

・行政職だけでは検討の幅が狭まるので、愛媛大学社会共創学部

に地域創生研究センターがあるが、こちらの先生 2名にお願い

をし、内諾を得ている。

議長 ・専門部会はあくまで委員会を補足する位置づけである。

・そのため必ずしも委員が専門部会に参加する必要はない。

・なにか意見はないか。

Ｂ委員 ・基本構想案に災害に万全を期すとあるが、危機管理の観点から

立地を検討できる者が必要ではないか。

議長 ・この指摘に対して意見はないか。賛同の方は拍手願いたい。

一同 ・拍手多数。

議長 ・ではさらに、防災の観点から協議研究できる専門部会員を選任

されたい。

・この案にて専門部会員を選任したいと思うがいかがか。

一同 ・拍手多数。
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議長 ・それでは原案に危機管理担当の部会員を加えて、立地複合施設

部会員を選任する。

（３）その他

議長 ・全体をとおしてなにか意見はないか。

Ｇ委員 ・専門部会での協議研究の過程を、建替委員会にどのように情報

提供していくのか。

・伊達博物館の建替情報を提供するのは、宇和島市ホームページ

がメインとなると思うが、市民説明会等を開催する予定はある

か。

事務局 ・専門部会は８月と９月に開催する予定としており、その議事録

や資料を各委員に送付する。

・各委員からの意見や要望を徴集するなどして、できる限り連携

を密にしていきたい。

・伊達博物館の建替の動きは、宇和島市ホームページに掲載した

り、報道機関等に取り上げられてはいるが、まだ広く市民に周

知できていないのが現状である。

・今後、新しい博物館に対し、前向きな機運を高められる企画を

模索していきたい。

４ 閉会

議長 ・以上をもって、第２回宇和島市立伊達博物館建替委員会を閉会

する。


